
室蘭から北海道水素社会を創る 
北海道における水素社会の実現に向けて 

平成２６年１１月２０日 
室蘭市長 青山 剛 



室蘭市の位置  

日本 

室 蘭 北海道 

人口：9万人 
面積：81㎢ 

人口：544万人 
面積：83,457㎢ 

人口：1億2,652万人 
面積：377,962㎢ 

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.iph.pref.hokkaido.jp/kansen/501/map.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=vnlEVJGOE6G5mwXw1oLADg&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNESl-DMVJty-48XTTT85Oe3ey4a5w
http://www.google.co.jp/url?url=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9B%B3&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=6nlEVNPOC6XWmgWvw4LwBQ&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNFxQIHsr5hMo6CCWgvqoVyA_XO3Tg


工場夜景 

JX日鉱日石エネルギー㈱室蘭製造所の夜景 

白鳥大橋の夜景 



室蘭の水素社会への取り組み 

2003年 6月 
7月 

室蘭水素コミュニティ懇話会の発足 
室蘭地域水素利用タウン研究会発足 

2006年 9月 室蘭地域水素利用タウン提案書策定 

2007年 2月 
9月 

交通と環境シンポジウムの開催 
地域再生フォーラムin室蘭開催 

2008年 6月 北海道洞爺湖サミット 

2009年 11月 市内で水素バス走行実験 

2010年 11月 市内で水素バス・水素電気ハイブリッドトラッ
ク走行実験 

2011年 5月 室蘭地域環境・ｴﾈﾙｷﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱの発足 
2013年 9月 

  
12月 

室蘭地域環境・ｴﾈﾙｷﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱ、産学官
民研究会でスタート 
住民WGの開催（3回実施） 

2014年 2月 
3月 

ｴﾈﾙｷﾞｰﾌﾛﾝﾃｨｱ内に水素部会の発足 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「低炭素社会実現に向けた展望 
～水素モビリティを軸に～」開催 

産学官で連携しながら内外に
アピール 

活動研究の主な取り組み 
・水素の安全性や走行の安定
性を確認 

「室蘭ｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰﾀｳﾝ構想」
策定中、水素も位置付ける 
・室蘭地域での水素利用を核
として、北海道内に水素需要
の広がりを目指す 
 



室蘭地域の水素関連の歴史 
１９３０年代 
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製鉄プロセスで発生するコー
クス炉ガスには副生水素、メタ
ンが含まれ、製鐵所内の発電

に利用している 

室
蘭
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燃料電池プ
ロジェクトの
立ち上げ 

２００３年～ 

SOFC研究開発 
（固体酸化型） 

２００６年～
２００７年 

メタン⇒水素+炭素繊維 
抽出装置開発 

２００４年～
２００５年 

出典：㈱日本製鋼所 

出典：㈱日本製鋼所 

出典：(公財)室蘭テクノセンター 

出典：(公財)室蘭テクノセンター 

出典：新日鐵住金㈱室蘭製鐵所 



室蘭水素エネルギーコミュニティー構想 
２００６年 室蘭地域水素利用タウン研究会 作成 

室蘭地域水素利用タウン提案書より 

石川地区 
・水素ステーション建設 
・ゴミ収集車のクリーン化（水素エンジン）  
・燃料電池コジェネ（家庭用、地域）系統連
系ネットワーク 

モデルタウン 

鷲別地区 
・マイクロ水車 → 高圧水電解 → 水素製造 
・ミニステーションを併設 → 水素販売 

祝津地区 
・風力発電→ 水電解 → 水素製造 
・ＭＨ水素貯蔵 → ＦＣによる蓄電 
・システム地域へのエネルギー供給 

モデルタウン 

仲町地区 
・ＭＨ貯蔵→ 燃料電池 
・コジェネ地区への熱電供給 

モデルタウン 

西胆振／ゴミ焼却炉施設 
・生ゴミバイオガスプラント→ メ
タン改質→ 水素製造 
・余熱利用施設の活用（ＭＨ、
有機ハイドライド）→水素 

崎守地区 
・オフショア風力発電 → 
水電解 → 水素製造 
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高圧水素ﾛｰﾘｰ 

パイプライン 



室蘭市文化センター省エネルギー空調ｼｽﾃﾑ 

空調機械システムフロー  空調機械システム 

冷 房 能 力 ： １０ ｋＷ 
冷水入／出温度   ： １２ ℃ ／ １０℃（平均；初期５℃→ｻｲｸﾙ末期
１１℃） 
暖 房 能 力        ： ６９.７ ｋＷ 
温水入／出温度  ： ５５ ℃ ／ ６０ ℃ 
排ガス温度条件  ： ２３４ ℃ （冷温水機＋温水ﾋｰﾀｰからの排ｶﾞｽ） 

空調用冷温水機の排ガス熱を利用する新時代のＭＨ(水素吸蔵合金)冷凍機 
（2002年3月設置） 

水素を利用 
（水素吸蔵合金） 



新型（ハニカム構造）ＳＯＦＣの開発 
新エネルギー源としての燃料電池利用社会への対応、
様々な方式の燃料電池が生活基盤、社会基盤となる
時代、普及期にはSOFCがトップランナーになると予想
される。 

交通ｼｽﾃﾑ, 133

物流, 533

医療, -121公共, -13

卸小売, -576

事務所, 55

家庭, 1689

通信ｲﾝﾌﾗ, 120

製造現場, -3467
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1973年を基準とした場合の2020年の予測 

家庭の省エネ対策が急務となっている。 

新コンセプトのSOFC 従来のSOFC PEFC(固体高分子型) 

起動時間 ５分以内 MIN.２０分～十数時間 数１０分～１時間 

作動温度 ６００～８００℃ ６００～１０００℃ 
 

８０℃ 

効率 ５０％以上（目標値） ４０～５０％ ～３５％ 

価格 安価 比較的安価 高価 

耐久性 ３～５万時間（目標値） 数万時間の実績あり ２千～３千時間程度 

燃料 多種多様な燃料が可能 同左 純水素のみ 

凍結 ０℃以下でも問題なし 同左 凍結付加 

インフラ 既存システムで可能 同左 水素システムを新規構築 
約

38
0 

m
m

 

新型SOFC(５００Wモジュール)全体外形図 燃 料 電 池 の 比 較  

平成１８,１９年度経済産業省地域新生コンソーシアム事業 



メタン直接分解による水素製造 
直接分解で、水素と炭素素材を製造 

（コプロダクション） 

大気中 
CO2 

農業 
生産物 

有機性 
廃棄物 

メタン 
発酵 

機能性炭素    
 ＋水素燃料 

 CO2 + 電力 

カーボンニュートラル 
（大気中のCO2濃度は不変） 

カーボンマイナス 
（C材料化で大気中のCO2濃度は減少） 

例：生ごみ 

燃料電池で電力を 
→ + 

コプロダクション！ 

燃焼 又は 
水蒸気分解 

直接分解 

炭素を直接水素と乖離させ固定化することで
二酸化炭素を出さないサイクルを作り出す。 

炭素材料 メタン直接改質装置（MDR） 



再生可能エネルギー由来水素の 
利活用実証 

２００９年北海道開発局委託事業 
「産業排熱等を有効活用した地球にやさしい北国
の居住形態の創出に関する調査」 

室工大明徳寮 
8室+談話室 

水素 
 

（風力発電量 
  に応じて変動） 

発電 
AC100V 

系統電力 

発電データ 

電気設備 風力発電機 

燃料電池 
 

最大電力 
3kW 

MHタンク 
30Nm3 

水電解 
装置 

水 

実証試験設備 
（明徳寮敷地内） 

吸放出制御 

水素 
 

（電力消費量 
  に応じて変動） 

・電灯 
・コンセント 

最大 
4Nm3/h 

水素吸蔵合金にて発生水素
の揺らぎを調整 



燃料電池自動車啓発事業 

水素ｴﾈﾙｷﾞｰを利用した「環境と交通」ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
マツダ水素燃料自動車の展示及び試乗会 
平成１９年２月２１日実施（室蘭市民会館） 

室蘭テクノセンターエコプロダクツフェア 
環境省FCVの展示 
平成１６年７月１６日～２３日まで実施（室蘭テクノセンター）  

地球環境を考えよう 
水素燃料バス トヨタFCV ホンダFCV の展示 
平成１９年６月２６日実施（室蘭工業大学） 



水素燃料エンジンバス、水素燃料ハイ
ブリッドトラックの実証走行 

２００９年、２０１０年に東京都市大学、室蘭工業大学、
室蘭市が戦略的大学連携支援事業により連携し、
室蘭市にて実証走行試験を実施 



室蘭から北海道水素社会を創る （イメージ） 

Ｈ２ 

地域の既存工場
からの副生水素 

移動式水素ステーション 

再生可能エネルギー
由来のＣＯ２フリー水素
（グリーン水素） 
 ［ 実証試験 ］ 
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定置式水素ステーション 
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